
平成22 年９ 月　（3） 第161号議会だより　はこね

　
国
土
交
通
省
に
よ
る

高
速
道
路
無
料
化
の
社

会
実
験
対
象
路
線
と
し

て
県
内
で
は
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
、

西
湘
バ
イ
パ
ス
、
箱
根
新
道
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
路
線
は
首
都
圏
か
ら

の
観
光
客
を
迎
え
る
重
要
路
線

で
あ
り
、
観
光
客
増
加
に
つ
な

げ
る
も
の
と
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
観
光
振
興
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
伺
う
。

　

箱
根
新
道
が
無
料
化

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、

東
京
方
面
か
ら
は
、
箱
根
新
道

を
利
用
し
直
接
、
芦
ノ
湖
・
大

涌
谷
方
面
へ
向
か
う
観
光
客
や
、

沼
津
方
面
か
ら
箱
根
新
道
を
利

用
し
箱
根
湯
本
へ
向
か
う
観
光

客
が
増
え
る
一
方
で
、
他
の
観

光
地
に
向
か
う
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
通
過
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
心
配
も
あ
る
。

　

現
在
、
高
速
道
路
は
、
土
日
・

祝
日
に
普
通
車
以
下
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ

搭
載
車
の
料
金
を「
上
限
千
円
」

と
す
る
割
引
を
実
施
し
て
い
る

が
、
当
町
を
含
む
近
隣
の
観
光

地
で
は
千
円
の
効
果
は
相
反
し

て
お
り
、
上
限
千
円
割
引
が
廃

止
さ
れ
れ
ば
当
然
近
場
の
観
光

地
を
選
ぶ
人
が
増
え
、
無
料
化

を
契
機
に
多
く
の
観
光
客
を
望

め
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
質
問
の
観
光
振
興

策
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
自

家
用
車
を
利
用
す
る
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
東
名
高
速
道

路
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
か
な
り

の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今
年

度
は
、
特
に
高
速
道
路
料
金
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
中

京
方
面
に
も
観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
高

速
道
路
無
料
化
の
社
会
実
験
が

始
ま
る
わ
け
な
の
で
、
そ
の
結

果
を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
の
か
判
断
し
て
い
く
。

６
月
定
例
会
で
は
、
観
光
問
題
・
環
境
問
題
な
ど
、
町
政
全
般
へ
９
名
21
項

目
に
わ
た
り
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

町の考え方を問う

般

一

質

問

 

高
速
道
路
無
料
化
に
伴
う

 

観
光
振
興
策
に
つ
い
て

観光QA

● 村上　東司 （Ｐ３）

　・高速道路無料化に伴う観光振興策について

● 村野　由紀子 （Ｐ４）

　・箱根町の中国人観光客誘致の取り組みについて

　・教育旅行の推進について

● 川端　祥介 （Ｐ４）

　・人件費・時間外勤務手当について

　・貸金業法改正と箱根町の対応について

　・寄木細工の現状と課題について

● 小川　鶴雄 （Ｐ５）

　・公共施設の見直しについて

● 稲葉　親太郎 （Ｐ５）

　・今後の行財政運営について

　・屋外広告看板について

　・公共マナーをインターネット発信することについて

● 勝俣　剛一 （Ｐ６）

　・老人福祉・独居老人対策について

　・通信高校誘致について

　・誘客宣伝事業について

● 石川　栄 （Ｐ６）

　・町道の整備について

　・ゴミの分別収集について

● 遠藤　秀則 （Ｐ７）

　・宮城野上河原地内道路整備事業について

　・二ノ平の通学路について

　・宮城野地内通学路について

● 山田　和江 （Ｐ７）

　・平和行政の推進について

　・ごみ行政について

　・お年よりのための腰かけ（ベンチ）の設置について
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